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昭
和
十
年
発
行
の
岩
波
版
『

芥
川
竜
之
介













全
集
』
第
八
巻
に
「
一
人
の
無
名
作
家
」
と
い
う
短
文
が
あ
る
。

　
七
、
八
年
前
、
北
国
の
方
の
同
人
雑
誌
を
送
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
『
平
家
物
語










』
に
主
題

を
と
っ
た
小
説
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
「
今
は
そ
の
青
年
の
名
も
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
作
品
が

非
常
に
よ
か
っ
た
の
で
、
今
で
も
そ
の
テ
エ
マ
は
覚
え
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
青
年
の
事
は
、
折
々
今
で
も

思
い
出
し
ま
す
。
才
を
抱
い
て
、
埋

も
れ
て
ゆ
く
人
は
、
外
に
も
沢
山
あ
る
事
と
思
い
ま
す
」
と
最
後
に
書
い

て
あ
る
。

　
田
舎
の
同
人
雑
誌
に
出
た
無
名
の
青
年
の
作
品
を
、
十
年
近
く
も
覚
え
て
い
て
、
こ
う
い
う
文
章
を
書
く
と

い
う
の
は
、
芥
川
に
し
て
は
、
珍
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
文
章
の
中
で
、
芥
川
は
そ
の
小
説
の
内
容

を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
の
で
分
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
青
年
と
い
う
の
は
、
私
の
弟
治
宇
二
郎











の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
治
宇
二
郎
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
妙
な
字
面
で
あ
る
が
、
宇
と
い
う
字
を
入
れ
る
き
ま
り
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
こ
う
い
う
名
前
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
治
宇
二
郎
は
、
中
学
の
三
年
頃
か
ら
、
当
時
の
文
学
青
年
に
な

っ
て
、
同
窓
の
中
学
生
た
ち
と
、
同
人
雑
誌
を
出
し
て
い
た
。
『
跫
音






』
と
い
う
名
前
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。
芥

川
に
褒
め
ら
れ
た
短
編
は
た
し
か
、
中
学
五
年
の
頃
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
学
は
、
石
川
県
の
小
松





中
学
で
、
そ
の
頃
こ
の
北
陸
の
片
田
舎
に
は
、
文
学
熱
が
大
い
に
興
っ
て
い
た
。

弟
の
二
年
先
輩
、
即
ち
私
の
ク
ラ
ス
に
は
、
北
村
喜
八









が
い
て
、
中
学
五
年
の
時
に
『
こ
こ
ろ
の
歌
』
と
い
う
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歌
集
を
出
版
し
た
。
そ
の
最
初
の
歌
が
「
二
人
し
て
緋

の
帳





深
く
た
れ
こ
め
て
十
六
億
の
人
に
背



か
む
」
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
る
べ
き
テ
ィ
ー
ン
・
エ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
。

　
弟
た
ち
は
、
実
は
そ
の
雑
誌
を
菊
池
寛







の
と
こ
ろ
へ
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
菊
池
が
そ
れ
を
芥
川
に
見

せ
た
も
の
ら
し
い
。
菊
池
か
ら
弟
の
と
こ
ろ
へ
手
紙
が
来
て
、
芥
川
も
非
常
に
褒
め
て
い
る
か
ら
、
よ
か
っ
た

ら
東
京
へ
出
て
来
な
い
か
、
と
い
っ
て
来
た
。
そ
れ
で
弟
は
中
学
を
出
る
と
す
ぐ
上
京
し
て
、
暫





く
菊
池
寛
の

と
こ
ろ
に
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
横
光
利
一









な
ど
も
、
一
緒
だ
っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
そ
の

後
私
が
東
大
の
物
理
科
へ
は
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
一
家
は
東
京
へ
引
き
揚
げ
て
来
た
。
そ
し
て
弟
も
文
学
青

年
を
卒
業
し
て
、
鳥
居
竜
蔵










博
士
の
助
手
に
な
っ
て
、
考
古
学
の
勉
強
を
始
め
た
。
文
学
修
業
と
、
一
年
ば
か

り
東
洋
大
学
で
印
度
哲
学
を
や
っ
た
の
が
、
役
に
立
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
考
古
学
の
方
法
論
の
方
で
、
大
分

い
い
仕
事
を
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
五
年
く
ら
い
し
て
、
私
が
巴

里

に
い
た
頃
、
弟
が
ひ
ょ
っ
く
り
巴
里
へ
や
っ
て
来
た
。
昭
和
四
年

の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
本
を
書
い
て
、
そ
の
印
税
で
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
切
符
だ
け
買
っ
て
、
無
分
別
に
出
か

け
て
来
た
の
で
あ
る
。
在
仏






三
年
、
大
分
た
く
さ
ん
論
文
を
書
い
た
が
、
病
を
得
て
、
日
本
へ
帰
っ
て
死
ん
だ
。

芥
川
も
そ
の
間
に
自
殺
し
て
い
た
の
で
、
二
人
は
と
う
と
う
会
う
機
会
が
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
年
七
月
十
八
日
）

4一人の無名作家
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6一人の無名作家



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
中
谷
宇
吉
郎
随
筆
集
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年9

月16

日
第1

刷
発
行

　
　
　2011
（
平
成23

）
年1

月6

日
第26

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
百
日
物
語
」
文
藝
春
秋
新
社

　
　
　1956

（
昭
和31
）
年

初
出
：
「
西
日
本
新
聞
」

　
　
　1955

（
昭
和30

）
年7
月18
日

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
川
山
隆

2013

年1

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

7



一人の無名作家
中谷宇吉郎

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


